
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  前回（9月 27日）の報告 

 

 
１．ビジター紹介 

なし 
 

２．会長の時間 

先週は、得意先の訪問があり、副会長の武田先生にご迷惑をおかけしました。 
武田先生、どうもありがとうございました。 
機会を見て、ガバナー補佐の福田大先輩にも、この時間を活用していただきたいと考えています。 
尼崎南ロータリークラブの活性化につながればいいなと思っています。 
 
さて、 
伊藤博文が初代兵庫県知事に就任したことはこの間お話ししましたが、その後、日本の総理大臣として、 
政治を牽引した伊藤博文の内閣で、外務大臣として、日本の国際的地位と国際関係の重要な地位を 
築いた陸奥宗光について、お話をしたいと思います。 
 
徳川幕府が、３００年の鎖国時代を、開放して、アメリカ、イギリス、フランス、ロシア、 
各強豪諸国と締結した通商条約は、不平等条約と言われるたいへん不利なことが数多くありました。 
陸奥宗光は明治維新後その不平等条約の訂正に撤廃に、多くの貢献をされたという日本の外交史で 
未だに語り続けられている人物です。 
 
陸奥宗光が蹇蹇録という回想録の中で、日本外交にあたり、不平等条約下において、どんなに我慢強く、 
外交官として、活躍したかを書かれていますが、明治初期の日本の置かれている国際的な状況を、 
想い浮かべると、全く凄い、あっぱれなことなのです。 
 
不平等条約の主な内容は、外国人が日本で違法行為を犯しても、日本の法律で裁けないという領事 
裁判権と、輸入品にかける税金を日本で決めることができない関税自主権がないという不平等状態を、 
岩倉具視、大隈重信が諸外国と交渉してきたものの、うまくいかなかったのですが当時、イギリスは 
世界の各地で、ロシアと衝突しており、東アジアでの利権をめぐって優位に立つための友好国を 
必要としていたことに、目をつけ、イギリスと交渉して、陸奥宗光は『日英通商航海条約』を締結し、 
領事裁判権すなわち、治外法権を撤廃することに成功しました。 
関税自主権はその後の陸奥宗光の２代後の小村寿太郎によって締結することにつながります。 
当時世界に君臨していたイギリスと対等な関係を築くことに成功したこともあって、日清戦争の 
講和会議で陸奥宗光は、外務大臣として、伊藤博文と下関講和会議に出席し、幕末に結んだ諸外国 
との不平等条約を撤廃することに成功したのです。 
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「 限りある水『Water 0.007』 」 

 

水中・水辺のフォトジャーナリスト 

高知県観光特使 高野弘氏 
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「 私の仕事 」 

 

越智 会員 



陸奥宗光は紀州藩の藩士で、父が紀州藩の政争に敗れ、一家は没落。宗光は江戸に出て、学問を志します。 
この頃に、坂本竜馬や伊藤博文に出会います。１８６１年、宗光の父は紀伊藩から政争の挙を許諾されたの 
ですが、宗光は脱藩してしまいます。宗光１７歳の時です。 
やがて、勝海舟が起こした神戸海軍塾の塾頭に坂本龍馬が任命されると、宗光も加わりました。神戸海軍塾が 
解散し、龍馬が長崎に亀山社中を立ち上げ、のちの海援隊ですが行動を共にしています。龍馬が１８６７年に 
暗殺されると、宗光は犯人と思われる人物を襲撃するなど、龍馬に対する思いが強かったといわれています。 
坂本龍馬は陸奥宗光を『二本差さなくても食っていけるのは、俺と陸奥だけだ』と評し、武士という身分を 
すててもやっていけると評価していたといわれています。 
宗光２３歳の時です。 
 
明治維新後、岩倉具視の推薦で、新政府の役人になります。 
１８７７年西南戦争で、西郷軍に味方した容疑で逮捕され、禁固５年の刑を受けましたが 
伊藤博文は刑期が短くなるように尽力し、出獄後に伊藤博文の勧めもあり、ヨーロッパに留学。 
宗光３３歳の時です。ヨーロッパの制度について、懸命に学び、そのノートが残されているそうです。 
１８９２年第２次伊藤内閣の外務大臣となり、大仕事は江戸幕府が外国と結んだ不平等条約を改廃し、 
対等条約を締結することです。陸奥宗光４８歳です。 
 
その後、日清戦争の下関条約、三国干渉において、陸奥宗光の手腕が発揮されることになったのです。 
しかし、１８９６年、肺結核のため、政界を引退、１８９７年に死去しました。５３歳でした。 
 
陸奥宗光が５３年の短い生涯の中で、このような歴史に残ることをやり遂げることができたのは、 
紀州藩を脱藩したのが１７歳の時ですから、江戸に学問に行ったのは、それより前の１５歳ころでしょうか。 
そこから坂本龍馬、伊藤博文、勝海舟、岩倉具視、に触れて、彼らとの豊かな確かな人間関係の中から、 
学び、少なからず影響を受けて、日本の外交史上、素晴らしい成果をもたらすことができたということです。 
 
陸奥宗光の人生を、蹇蹇録に触れることで、明治初期の黎明期、激動期と比較するのは誠に恐れ多いことですが、 
私たちも、素晴らしい先人に、習って、自分自身を振り返ってみるチャンスと思いますが、皆さんいかがで 
しょうか。 
 

３．幹事報告 

〇尼崎北 RC 創立 55周年記念式典に 12 名の登録を頂いております。式典は明日行われます。 
よろしくお願い致します。 

〇9/30に伊丹で行われます地区の職業奉仕委員会についてご案内です。 
福田ガバナー補佐、安澤常任委員長、杉村会員が出席の予定になっております。 
台風の関係で当日 10時現在に伊丹地方に警報が出ておりましたら延期になりますのでご注意ください。 

〇例会出席率向上のために、Eクラブへの出席をお奨め致します。 
〇例会場の準備が親睦委員会担当者だけでは手が回ってない事がございます。皆さんでお手伝い頂ければ 

と思いますのでよろしくお願い致します。 
 

４．委員会報告 

〇例会運営委員会 六島委員 
次週の卓話は例会運営委員会担当になっておりまして、卓話講師に、「水中・水辺のフォトジャーナリスト・ 
高知県観光特使 高野弘氏」にお越し頂く予定でございます。皆様のご出席をどうぞよろしくお願い致します。 

 

５．同好会報告 

なし 
 

６．出席報告 

会 員 数 
37 名 出席対象者数 34名 出席者数 25名 欠席者数 9名 
出席率 73.53％ 前々会補正 75.68％ 

本 日 の 欠 席 
藤川、東本、畑、小島、近藤、久木元、山中、 
與那嶺、吉田、黒田（俊）、佐々木、安田、各会員 

メ ー キ ャ ッ プ 小島 会員 

 

７．10月のロータリーレート 1 ドル＝112円 

 
８．スピーチ 

「1年を振り返って」 
釜田 会員 

 



＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄  ニコニコ ＢＯＸ  ＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄ 

＊先週、仕事の都合で欠席しました。（1回目です。） 

武田副会長様お世話になりました。ありがとうございました。 ································· 山本（澄）会員 

＊朝晩涼しくなりました。週末台風が心配です。 ············································· 川 岸 会 員 

＊腰が痛い。めまいがする。遊びすぎ？ 働き過ぎ？ ········································ 内 藤 会 員 

＊本日卓話です。よろしくお願いします。 ·················································· 釜 田 会 員 

＊また台風ですね！！ ································································ 川 口 会 員 

 

＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄  フレンドシップ ＢＯＸ  ＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄＄ 

＊又、台風 24号が来そうです。なれた頃が一番要注意です。 

何事もないことを祈っています。························································ 山本（澄）会員 

＊池邉さん、ロータリー村委員会ありがとうございました。 ······································ 川 岸 会 員 

＊先週、仕事で関空から韓国へ行きました。飛行機が予定日に飛ばず、1日前に出発しました。 

関空で 4時間待ち、帰りは韓国で渋滞だらけ、 

おかげで韓国の新幹線、地下鉄に乗ってやっと飛行機に間に合いました。つかれた。 ············ 平 井 会 員 

＊本日も所用の為早退させていただきます。釜田さん卓話聞けずゴメンナサイ ···················· 黒田（佳）会員 

＊台風たいへんでしたが、また 24号。 ···················································· 波 多 会 員 

＊釜田直前会長！ お話しをうかがうために久しぶりに夜例会に参加です。 

よろしくお願い致します。 ····························································· 六 島 会 員 

 

 


